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F
フ ー

uu の自
じ

慢
ま ん

話
ばなし

　現
げんざい

在、アトリエ Fuu（生
せいかつ

活介
か い ご

護事
じぎょうしょ

業所）では様
さまざま

々な取
と

り組
く

み（活
かつどう

動）をされるご利
り よ う

用者
しゃ

様
さま

がおります。絵
え

を

描
か

く人
ひと

、文
も 　 じ

字を書
か

く人
ひと

、刺
ししゅう

繍をする人
ひと

、塗
ぬ

り絵
え

をする人
ひと

、地
ち い き

域の掃
そ う じ

除活
かつどう

動をする人
ひと

、アルミ缶
かん

つぶしをする人
ひと

、

ウォーキングをする人
ひと

などなど。今
こんかい

回、そんなたくさ

んの活
かつどう

動の中
なか

、創
そうさく

作活
かつどう

動で素
す て き

敵な作
さくひん

品を制
せいさく

作されてい

る前
まえじま

島紳
しんいち

一さん（以
い か

下、紳
しんいち

一さん）のとても嬉
うれ

しい

自
じ ま ん

慢話
ばなし

を紹
しょうかい

介したいと思
おも

います。

　今
こ と し

年 3 月
がつ

15 日
にち

（水
すい

）～ 4 月
がつ

17 日
にち

（月
げつ

）の期
き か ん

間で、

日
にっぽんざいだん

本財団が主
しゅさい

催する「DIVERCITY IN THE ARTS（ダ

イバーシティ イン ザ アーツ）公
こ う ぼ

募展
てん

」に Fuu へ通
つうしょ

所

される紳
しんいち

一さんの絵
か い が

画（油
ゆ さ い が

彩画）が入
にゅうせん

選しました。タ

イトルは「紅
こうはくうたがっせん

白歌合戦」で、ご本
ほんにん

人の好
す

きな歌
か し ゅ

手の絵
え

を小
ちい

さめのキャンパスに毎
まいにち

日書
か

き溜
た

めた作
さくひん

品。制
せいさく

作時
じ

は鋭
するど

いまなざしで机
つくえ

に向
む

かっていますが、完
かんせい

成した作
さくひん

品はどれも優
やさ

しさが溢
あふ

れ、見
み

る人
ひと

を笑
え が お

顔にしてくれます。審
し ん さ

査

は 2022 年
ねん

7 月
がつ

の一次
じ

審
し ん さ

査に始
はじ

まり、10 月
がつ

末
まつ

に二次
じ

審
し ん さ

査で入
にゅうしょう

賞結
け っ か

果が届
とど

いた日
ひ

には、ご本
ほんにん

人始
はじ

め、関
かんけいしゃ

係者一
いちどう

同、

興
こうふん

奮してみんなで入
にゅうしょう

賞を喜
よろこ

んだのを今
いま

でもはっきりと覚
おぼ

えています。

（国
こくないがい

内外より応
お う ぼ

募作
さくひん

品 2,246 点
てん

中
ちゅう

、入
にゅうせん

選作
さくひん

品 43 点
てん

の快
かいきょ

挙）。公
こ う ぼ

募展
てん

は東
とうきょう

京会
かいじょう

場（渋
し ぶ や く

谷区 bunkamura gallery/3 月
がつ

15 日
にち

～ 3 月
がつ

26 日
にち

）、横
よこはま

浜会
かいじょう

場（横
よ こ は ま し

浜市障
しょう

がい者
しゃ

文
ぶ ん か

化スポーツセンター横
よこはま

浜ラポール /3 月
がつ

29 日
にち

～ 4 月
がつ

2 日
にち

）、大
おおさか

阪

会
かいじょう

場（阪
はんきゅう

急うめだ本
ほんてん

店 9 階
かい

阪
はんきゅう

急うめだホール /4 月
がつ

12 日
にち

～ 4 月
がつ

17 日
にち

）の 3

会
かいじょう

場を巡
じゅんかい

回しました。

　ご本
ほんにん

人は東
とうきょう

京会
かいじょう

場へ 3 月
がつ

17 日
にち

（金
きん

）に Fuu スタッフと来
らいじょう

場し、会
かいじょう

場

正
しょうめん

面 近
ちか

くに展
て ん じ

示された自
じ し ん

身の作
さくひん

品にしばらく言
こ と ば

葉も出
で

ないほど感
かんげき

激され

たご様
よ う す

子（感
かんせん

染予
よ ぼ う

防対
たいさく

策のため車
くるま

で会
かいじょう

場近
ちか

くまで移
い ど う

動・対
たいさく

策済
ずみ

）。帰
き た く

宅後
ご

は、

実
じ っ か

家で暮
く

らすお母
かあさま

様にお土
み や げ

産を持
じ さ ん

参し、お土
み や げ

産話
はなし

に終
しゅうし

始笑
え が お

顔が絶
た

えなかっ

たそうです。

　その後
あと

、ご本
ほんにん

人が生
せいかつ

活されるライフステージかりがね（施
し せ つ

設入
にゅうしょ

所）正
しょうめん

面

玄
げんかん

関で、5 月
がつ

23 日
にち

（月
げつ

）～ 6 月
がつ

2 日
にち

（金
きん

）まで展
て ん じ

示し、身
み ぢ か

近な関
かんけいしゃ

係者にお

披
ひ ろ め

露目することができました。その後
あと

はより一
いっそう

層、作
さくひん

品づくりに意
い よ く て き

欲的な様
よ う す

子が見
み

られ、現
げんざい

在は Fuu の仲
な か ま

間やスタッ

フの絵
え

を描
か

き続
つづ

けています。

　　今
こんかい

回の公
こ う ぼ

募展
てん

入
にゅうせん

選を通
とお

して、紳
しんいち

一さんの作
さくひん

品やご本
ほんにん

人の取
と

り組
く

みの素
す ば

晴らしさはもちろんですが、ご利
り よ う し ゃ

用者

様
さま

の想
おも

いが周
しゅうい

囲に与
あた

えるエネルギー（パワー）の影
えいきょうりょく

響 力ってすごいと実
じっ

感
かん

しました。だからこそ、私
わたし

たちスタッ

フも日
ひ び

々努
どりょく

力しながら、ご利
り よ う し ゃ

用者様
さま

お一
ひ と り

人おひとりの想
おも

いに少
すこ

し

でも応
こた

えられるように、頑
が ん ば

張りたいと思
おも

います。

　最
さ い ご

後に、紳
しんいち

一さん入
にゅうしょう

賞おめでとうございます！素
す ば

晴らしい感
かんどう

動

をありがとう。カッコイイよ。

1

日本財団
DIVERCITYINTHEARTS

公募展

ウェブページはこちら　⇒

【制
せいさくじ
作時に机

つくえ
に向

む
かう紳

しん
一
いち
さん】

【生
せい
活
かつ
の場

ば
で展
てん
示
じ
会
かい
のご様

よう
子
す
】



 2023年 第402号［昭和54年第三種郵便認可］秋

放
ほ う

課
か

後
ご

等
と う

デイサービス　ミライエの紹
しょう

介
か い

　放
ほ う か

課後
ご

等
とう

デイサービスミライエでは、発
はったつ

達障
しょう

がいや自
じへいしょう

閉症など様
さまざま

々な障
しょう

がいを抱
かか

えるお子
こ さ ま

様を対
たいしょう

象とした、

放
ほ う か

課後
ご

等
とう

デイサービスを行
おこな

っている事
じぎょうしょ

業所です。

　設
せつりつ

立 45 年
ねん

となるかりがね福
ふ く し か い

祉会の中
なか

でも、まだ新
あたら

しい事
じぎょうしょ

業所になり、平
へい　せい

成 28 年
ねん

10 月
がつ

に開
かいしょ

所し、地
ち い き

域の障
しょう

がい

をもったお子
こ さ ま

様、ご家
か ぞ く

族、地
ち い き

域を支
ささ

えていきたいという想
おも

いからミライエが誕
たんじょう

生し、開
かいせつ

設 8 年
ねん

が経
た

ちました。

　様
さまざま

々な場
ば め ん

面でご支
し え ん

援とご協
きょうりょく

力をいただいているミライエをご利
り よ う

用されている保
ほ ご し ゃ

護者の皆
みなさま

様、地
ち い き

域の皆
みなさま

様、関
かんけい

係

機
き か ん

関の皆
みなさま

様に改
あらた

めて感
かんしゃ

謝申
もう

し上
あ

げます。ありがとうございます。

今
こんかい

回は、ミライエを利
り よ う

用されているお子
こ さ ま

様達
たち

の楽
たの

しく ! 元
げ ん き

気に ! すごされている姿
すがた

をミライエでの取
と

り組
く

みも踏
ふ

ま

えて一
い ち ぶ

部ですが紹
しょうかい

介します。

ミライエのコンセプトは・・・
『ミライ（未

み ら い

来）』…未
み ら い

来へ繋
つな

ぐ活
かつどう

動を !

『イエ（家
いえ

）』…安
あんしん

心できる居
い ば し ょ

場所であること !

です。お子
こ さ ま

様が成
せいじん

人された時
とき

にとても大
おお

きな力
ちから

となる、「興
きょうみ

味」「やりたい

こと」「好
す

きなこと」が見
み

つけれるように様
さまざま

々な体
たいけん

験の場
ば

を提
ていきょう

供しながら、お子
こ さ ま

様一
ひと　り

人ひとりの特
とくせい

性に配
はいりょ

慮し、

個
こ せ い

性が認
みと

められ、安
あんぜん

全に、そして安
あんしん

心して過
す

ごせる「居
い ば し ょ

場所」作
つく

りをすることを目
もくひょう

標として様
さまざま

々な活
かつどう

動をしています。

　　

●創
そうさく

作活
かつどう

動・おやつ作
づく

り
春
しゅんかしゅうとう

夏秋冬、行
ぎょうじ

事ごとなど季
き せ つ

節を感
かん

じられることを目
もくてき

的として、創
そうさく

作活
かつどう

動やおやつ作
づく

りを行
おこな

っ

ています。おやつ作
づく

りはお子
こ さ ま

様達
たち

にも大
だ い に ん き

人気です !　創
そうさく

作活
かつどう

動では、作
づく

ったものを使
し よ う

用し季
き せ つ

節

に沿
そ

った活
かつどう

動も取
と

り組
く

んでいます。

●運
うんどう

動活
かつどう

動（サーキット遊
あそ

び）
バランス感

かんかく

覚や身
しんたい

体の使
つか

い方
かた

などを楽
たの

しく養
やしな

っていけるような

運
うんどう

動活
かつどう

動を行
おこな

っています。

●社
しゃかい

会体
たいけん

験、おでかけ
公
こうきょう

共 施
し せ つ

設のルールなどを学
まな

びながら、いろんな経
けいけん

験や体
たいけん

験ができる時
じ か ん

間を提
ていきょう

供しています。

コロナ禍
か

で思
おも

うようにできませんでした外
がいしゅつ

出支
し え ん

援もできるようになり、外
そと

の空
く う き

気に触
ふ

れ、

屋
おくがい

外でたくさん身
しんたい

体を動
うご

かしリフレッシュできるような時
じ か ん

間を提
ていきょう

供していきたいと思
おも

います。

●余
よ か

暇活
かつどう

動
余
よ か

暇時
じ か ん

間の中
なか

で、お友
ともだち

達との関
かか

わり方
かた

や、好
す

きな遊
あそ

びを見
み

つける、一
ひ と り

人またはお友
ともだち

達

と一
いっしょ

緒に遊
あそ

びを共
きょうゆう

有するということも意
い し き

識しながら時
じ か ん

間を提
ていきょう

供しています。

2
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現在の法人本部・事務局クレド（具体的実践事項）
1. 挨拶	 法人スタッフには「おはようございます」「お疲れさまです」と笑顔で明るい挨拶を、自分から先にします。
	 お客様にも笑顔で明るい挨拶で、接客当番がまず先に “お・も・て・な・し ”します。（躾）
2. 返事	 返事は「うん」ではなく、「はい！」とはっきり言います。（躾）
3. 後始末	 事務局へ入る時は、はきものをそろえます。事務局から席を立つ時は、椅子を入れます。（躾）
4. 時を守る	 出勤から退勤まで、全ての業務において事前準備を徹底し、5分～10分前行動を実践します。
5. 場を清める	 机上、書棚、事務局周辺の整理（捨てる）・整頓（置き場所を決める）・清掃（ピカピカにする）を実践します。（掃除）
6. 礼を正す	 他の事務局スタッフや法人スタッフ、ご利用者様、お客様に「ありがとう」をたくさん言葉にして伝えます。（感謝）
7. 笑顔	 笑顔は職場も人生も幸せにします。今日1日、笑顔で過ごしましょう。（^_^）

　法人本部・事務局では、朝礼で理念とクレドを交互に読み合わせしています。クレドは言えればいいというものではなく、
実行できて初めて意味のあるものになります。そして、それが繰り返されて当たり前に実行できるようになると、今度は次
のステップに移ります。つまり、クレドは自分たちで進化させていくものだと思っています。また、何年も同じものに取り
組んでいるとやがて形骸化する恐れがあり、そこで成長が止まってしまいます。ですので、2019 年にクレドを始めてから、
法人本部・事務局では２度ほどクレドを変更しました。
　クレドを始めた当初、１日の業務振り返りチェックシートという独自のものを作り、少し楽しみの要素も取り入れつつ毎
日終礼で振り返りを行っていました。現在は行っていませんが、読み合わせるだけにならないようやはり振り返りは必要か
と思っています。今後、月に１回はチェックシートを活用するなどし、振り返りの時間を設けていきたいと思います。

クレドの振り返りについて
　つつじのクレドですが、管理者の変更や、設定した時と今の状況が変わり、つつじの現状に合わなくなってきている面も
あり、変更しています。変更にあたりスタッフの皆さんにはアンケートを取らせていただき、日頃どんなことを大切に業務
にあたっているかを確認させていただき、今のクレドに反映させていただきました。
　つつじでは毎月第１週目の会議にてチェックシートを使用し、前月の業務がクレドに沿った業務姿勢で業務を行うことが
できていたか振り返りをし、全スタッフに発表してもらっています。相談支援の業務は相談員がそれぞれ動くため、他の相
談員の業務を直接見る機会が少ないです。そのため、各スタッフの業務姿勢を共有する場を設け、他のスタッフの業務姿勢
を知ることで自身の業務の傾向などの「気づき」を得ることができ、成長に繋げることができるようにしています。これか
らもクレドをもとに、つつじのビジョンである「ご縁をいただいた皆様に心からの安心と安全を提供できる事業所」を目指し、
精進してまりいます。

2019年に法人理念の再編と共に各事業所で
クレド（具体的実践事項）を作りました。

法人本部・事務局　清水　栄紀

つつじ　松井　良伸

クレドの振り返り ※クレドとはラテン語で「我は信
ず」を意味する言葉（credo）で、
「信条」「志」「約束」と訳され、企
業活動の拠り所となる価値観や行
動規範を簡素に表現した文言、あ
るいはそれを記した表などを指し
ます。

つつじのビジョン「ご縁をいただいた皆様に心からの安心と安全を提供できる事業所」
　現在のつつじのクレド
①どんなご相談でも受け止め、物理的に困難な場合を除いて依頼に応じます。
②相談員として関わる全ての方に「笑顔」「丁寧な言葉遣いと態度」「わかりやすい説明」を大切に接します。
③ご利用者様の持つ力を信じ、ご利用者様の想いを最大限尊重します。
④業務が円滑に遂行できるよう報連相を丁寧に行います。相談内容は3日以内に報告を入れ、個人で解決できない課題は他者に協力を得
るか関係機関に繋げます。
⑤相談員が一人で抱え込まないよう、相談しやすい職場の雰囲気を作っていきます。
⑥例外や失敗を許容し建設的に物事を考えていきます。

2019年に作ったクレドはこちらになります→ （法人ホームページ機関紙387号）

3
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●事務局　三井 まゆみ
入職して 20 年。上司・同僚にも恵まれ長きにわたり働く事が出来ました。
法人事務局に所属し、風の工房・アトリエ Fuu の会計、グループホームのご利用者様の金銭管理を主に担
当しております。入職当初は通院・外出支援、食事作り等も行っており、大変でしたが毎日充実しており、

何よりご利用者様との時間が楽しく、自分もたくさん助けられました。今は関わる機会が少なく正直寂しいです。又、過去
には地域交流も盛んで、地域の皆様の温かい支えに本当に感謝しております。私も親の介護を通して、ご近所様・地域の方
の存在の大切さを痛感しております。こうしてかりがね福祉会が地域に根付いたのも、地域の皆様のご理解と、より良い社
会実現に向け、思いやり・助け合いを先輩方が築き、永年継承されているのだと思います。自分の子供と同世代の若いスタッ
フがご利用者様といかに信頼関係を築き、コミュニケーションをとるか日々考え・向き合い奮闘する姿に感心しました。事務
局は大切な部門です。気持ち良く施設に顔を出して頂ける様、笑顔の対応を心がけ、大変な時こそお互い様精神でより良い
人間関係作りに努めます。「～地域の全人生に幸せを～」を目指して。

●朝食支援・送迎　小林 治藏
こんにちは。私は「かりがね福祉会」に勤めさせていただき14 年近くになります。仕事の内容は、ご利用
者様の朝の食事の支援と各事業所などへの送迎を担当しています。勤め始めの頃は緊張で、仕事を早く覚
えなくてはと必死でした。馴れとは恐いもので、ちょっとした気持ちの緩みで失敗等をしてしまったこともあ

ります。その時は「もっとしっかりと気を付けなければ。」と思いましたが、いつまた失敗等を起こさないとも限らないので、
そうならないよう気を引き締めています。最近、テレビや新聞のマスコミ等で「働き方改革」という言葉が聞かれます。社会
全体が変わり、福祉や介護の世界も変わってしまうのでしょうか。私なりに危惧しています。社会観と家庭観は違います。か
りがね福祉会はご利用者様と職員の間に家庭的な雰囲気があって、とても楽しい職場です。今後も家庭的な雰囲気の楽し
い職場であり続けてほしいと思います。

●ライフステージかりがね 栄養士　渡辺 早紀
　２０２２年５月にかりがね福祉会 ライフステージかりがねに栄養士として入職しまし
た。早いもので、もうすぐ１年半が経ちます。以前は病院に勤務し、主に厨房で調理
業務を行っていました。働く中で食事を提供する対象の方と関わる機会をもっと持ち

たいと考えていました。その折にかりがね福祉会のお話を伺い、ご利用者様と関係を密に築いていけることに魅力を感じ、
入職しました。
　栄養士の職務内容は、献立作成、食数管理、ご利用者様の栄養管理、栄養相談、支援スタッフと協力し、ご利用者様
のお楽しみ（季節の行事、イベント、誕生日会、おやつ作り等）の企画、実施などがあります。現在、働いている中で日々
感じることは、私自身の力だけでできる業務は限られており、業務の多くが支援スタッフや医療、厨房関係者との連携が必
要不可欠であることです。大変なこともありますが、先輩スタッフの手厚いサポートや多職種の方々のお力添えに感謝しなが
ら、業務に励んでいます。また、ご利用者様から「おいしいよ！」「おいしかったよ！」と笑顔で声をかけていただく機会に
も恵まれ、やりがいや喜びを感じています。
　今後もご利用者様との関わり合いを大切に、一人ひとりの特性や健康状態を把握し、栄養を考慮した美味しい食事、食
べることが楽しみと感じていただけるような食事の提供を目指していきたいです。そして、多職種の方 と々協力しながら、ご
利用者様にとって毎日の生活が充実したものとなるようなより良い支援ができるよう努めていく所存です。

題字／金井 守 さん

今月号のH O Tな新スタッフ紹介
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 2023年 第402号［昭和54年第三種郵便認可］ 秋
■資金収支計算書   自 令和  4年 4月 1日 ～ 至 令和  5年 3月31日 第一号第一様式（第十七条第四項関係） （単位：円）

（単位：円）■事業活動計算書   自 令和  4年 4月 1日 ～ 至 令和  5年 3月31日								      
															             
							     

第二号第一様式（第二十三条第四項関係）

勘  定  科  目 予算 (A) 決算 (B) 差異 (A) － (B)

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

就労支援事業収入 5,183,000 4,205,007 977,993
障害福祉サービス等事業収入 866,369,000 868,243,379 － 1,874,379
経常経費寄附金収入 4,016,000 4,117,322 － 101,322
借入金利息補助金収入 0 0 0
受取利息配当金収入 18,000 9,529 8,471
その他の収入 12,502,000 11,633,973 868,027
流動資産評価益等による資金増加額 0 0 0
事業活動収入計 (1) 888,088,000 888,209,210 － 121,210

支
出

人件費支出 609,886,000 607,903,136 1,982,864
事業費支出 138,008,000 124,320,860 13,687,140
事務費支出 105,728,000 92,670,037 13,057,963
就労支援事業支出 5,183,000 4,931,237 251,763
利用者負担軽減額 0 0 0
支払利息支出 285,000 282,622 2,378
その他の支出 0 0 0
流動資産評価損等による資金減少額 0 0 0
事業活動支出計 (2) 859,090,000 830,107,892 28,982,108

　事業活動資金収支差額 (3)=(1) － (2) 28,998,000 58,101,318 － 29,103,318

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

施設整備等補助金収入 0 0 0
施設整備等寄附金収入 0 0 0
設備資金借入金収入 0 0 0
固定資産売却収入 0 0 0
その他の施設整備等による収入 0 0 0
施設整備等収入計 (4) 0 0 0

支
出

設備資金借入金元金償還支出 11,821,000 11,820,000 1,000
固定資産取得支出 1,444,000 1,443,200 800
固定資産除却・廃棄支出 0 0 0
ファイナンス・リース債務返済支出 0 0 0
その他の施設整備等による支出 0 0 0
施設整備等支出計 (5) 13,265,000 13,263,200 1,800

　施設整備等資金収支差額 (6)=(4) － (5) － 13,265,000 － 13,263,200 － 1,800

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

長期運営資金借入金元金償還寄附金収入 0 0 0
長期運営資金借入金収入 0 0 0
長期貸付金回収収入 0 0 0
投資有価証券売却収入 0 0 0
積立資産取崩収入 0 0 0
その他の活動による収入 0 0 0
その他の活動収入計 (7) 0 0 0

支
出

長期運営資金借入金元金償還支出 0 0 0
長期貸付金支出 0 0 0
投資有価証券取得支出 0 0 0
積立資産支出 5,339,000 5,349,372 － 10,372
その他の活動による支出 0 0 0
その他の活動支出計 (8) 5,339,000 5,349,372 － 10,372

　その他の活動資金収支差額 (9)=(7) － (8) － 5,339,000 － 5,349,372 10,372
　　予備費支出 (10) 1,406,000 0 1,406,000
　　当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9) － (10) 8,988,000 39,488,746 － 30,500,746
　　前期末支払資金残高 (12) 679,955,112 679,955,112 0
　　当期末支払資金残高 (11)+(12) 688,943,112 719,443,858 － 30,500,746

勘  定  科  目 当年度決算 (A) 前年度決算 (B) 増減 (A)-(B)

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

就労支援事業収益 4,205,007 3,896,150 308,857
障害福祉サービス等事業収益 868,243,379 869,818,619 － 1,575,240
経常経費寄附金収益 4,117,322 3,086,743 1,030,579
その他の収益 0 0 0
サービス活動収益計 (1) 876,565,708 876,801,512 － 235,804

費
用

人件費 613,706,950 609,603,002 4,103,948
事業費 124,320,860 111,636,806 12,684,054
事務費 92,670,037 72,441,343 20,228,694
就労支援事業費用 4,931,237 4,627,000 304,237
利用者負担軽減額 0 0 0
減価償却費 40,331,313 42,341,043 － 2,009,730
国庫補助金等特別積立金取崩額 － 17,810,582 － 18,798,361 987,779
徴収不能額 0 0 0
徴収不能引当金繰入 0 0 0
その他の費用 0 0 0
サービス活動費用計 (2) 858,149,815 821,850,833 36,298,982

　サービス活動増減差額 (3)=(1)-(2) 18,415,893 54,950,679 － 36,534,786

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

収
益

借入金利息補助金収益 0 0 0
受取利息配当金収益 9,529 11,252 － 1,723
有価証券評価益 0 0 0
有価証券売却益 0 0 0
投資有価証券評価益 0 0 0
投資有価証券売却益 0 0 0
その他のサービス活動外収益 11,633,973 6,866,003 4,767,970
サービス活動外収益計 (4) 11,643,502 6,877,255 4,766,247

費
用

支払利息 282,622 345,446 － 62,824
有価証券評価損 0 0 0
有価証券売却損 0 0 0
投資有価証券評価損 0 0 0
投資有価証券売却損 0 0 0
その他のサービス活動外費用 0 0 0
サービス活動外費用計 (5) 282,622 345,446 － 62,824

　サービス活動外増減差額 (6)=(4)-(5) 11,360,880 6,531,809 4,829,071
経常増減差額 (7)=(3)+(6) 29,776,773 61,482,488 － 31,705,715
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 2023年 第402号［昭和54年第三種郵便認可］秋

感　謝　録 皆様のご支援・ご協力に感謝申し上げます。※敬称略させていただきます　
2023年４月１日－2023年6月30日

富所順子　いちごの家　佐藤千枝　縵沢不二雄　佐藤汰嘉子　高寺陽子
布　パーテーション　牛乳パック　レタス　アルミ缶　

矢島節子　山口昭助　匿名
� ６５０,０００円

　
■長野県　小林彰　中澤廣幸　北沢清嗣　塚田弘人　北澤雄司　大久保順子　安藤善晴
佐藤汰嘉子　小池恵美子　末永亜季　堀内淳　高寺陽子　水沢光豊　相馬律子　水野荘太郎　
中島房枝　宮島国彦　内堀眞也　飯島富士雄　青木千浪　渡邉務　ホテルやまびこ　
渋沢電設株式会社　田中快秋　尾澤友茂　宮澤智子　加々美礼子　宮下信義　松浦千鶴子　
武井美央　内海洋子　大塚美意子　中村瑞穂　宮永茂行　西入一義・幸代　中田秀滋　
坂口隆子　大坪義郎　小林早苗　細田幸男　坂口哲雄　坂口真由美　辰野宗味　西牧祐紀　
滝澤健一　久田節子　柳澤正治　斉藤るり子　甲田好孝　山辺澄子　宮澤哲也　柳澤文溥　
徳増征ニ　株式会社アオヤギ印刷　逸見信一郎　荒木克子　山越重信　北村志津子　宮下博一

寄贈物品

寄付金

2023年度運営会員ご入会者

中村勝　若林喜久雄　和泉たい子　池田明朗　西澤理恵　堀内和子　小井土昌廣　山﨑寿雄　
久保邦久　増田佐喜男　塩沢満孝　倉島ぬひ子　石巻秀一　山口千春　工藤量男　関孝之　
桂川彰雄　宮下俊哉　山崎英右　高村京子　横沢正　小林敦子　小林由子　荻原淳　宮本智夫
西牧恵子　大塚畳工業（有）　倉島久海子　清水俊治　長谷川恭子　田玉志げ　小川原泰代　
酒井照明　柳澤信司　■北海道　佐藤俊光　■青森県　上條勝芳　■東京都　大浦かず子　
女子学院ＪＧ会　宮奈純子　友松浩志　宇野正宏　穏田浩　南木雅子　嶋﨑幸雄　沼田小織　
佐々木眞理子　■神奈川県　齋藤扶美代　永井好子　栗原弘子　松本亜紀　土方栄理　
■千葉県　小林茂　■栃木県　丸山孝　■埼玉県　中安八満子　安達源次　■山梨県　
堀洋子　■新潟県　高橋良枝　■静岡県　曽根昌邦　■愛知県　福寿一雄　大野泰典　
■大阪府　和泉良大郎　■京都府　稲葉信子　岡本冨士子　■山口県　綿原輝則

■貸借対照表   令和  5年 3月31日 現在											         
											          資産の部 負債の部

科  目 当年度末 前年度末 増  減 科  目 当年度末 前年度末 増  減
流動資産 762,650,472 717,268,769 45,381,703 流動負債 85,146,161 78,956,762 6,189,399
　現金預金 616,059,260 575,608,216 40,451,044 　事業未払金 38,237,302 32,354,210 5,883,092
　　現金 416,492 437,439 － 20,947 　１年以内返済予定設備資金借入金 11,662,000 11,820,000 － 158,000
　　上田信用金庫真田支店普通預金 586,501,612 564,139,891 22,361,721 　預り金 4,969,312 4,959,438 9,874
　　ＪＡ信州うえだ真田支所普通預金 14,377,682 7,696,592 6,681,090 　前受金 0 9 － 9
　　郵便振替口座 3,426,002 2,690,830 735,172 　賞与引当金 30,277,547 29,823,105 454,442
　　上田信用金庫真田支店会費用普通預金 1,337,472 643,464 694,008 固定負債 109,589,292 123,995,838 － 14,406,546
　　上田信用金庫定期積立預金 10,000,000 0 10,000,000 　設備資金借入金 65,894,000 77,556,000 － 11,662,000
　事業未収金 146,312,542 141,228,874 5,083,668 　退職給付引当金 43,695,292 46,439,838 － 2,744,546
　立替金 0 33,000 － 33,000 　　退職給付引当金（通常） 43,695,292 46,439,838 － 2,744,546
　前払金 278,670 398,679 － 120,009 負債の部合計 194,735,453 202,952,600 － 8,217,147
固定資産 866,487,581 908,120,240 － 41,632,659 純資産の部
基本財産 594,947,235 626,688,370 － 31,741,135 基本金 62,482,506 62,482,506 0
　土地 ( 基本財産 ) 123,461,134 123,461,134 0 　基本金 62,482,506 62,482,506 0
　建物 ( 基本財産 ) 471,486,101 503,227,236 － 31,741,135 国庫補助金等特別積立金 243,276,132 261,086,714 － 17,810,582
その他の固定資産 271,540,346 281,431,870 － 9,891,524 　国庫補助金等特別積立金 243,276,132 261,086,714 － 17,810,582
　建物 51,345,588 56,730,185 － 5,384,597 その他の積立金 166,019,505 166,019,505 0
　構築物 89,404 89,404 0 　移行時特別積立金 6,350,000 6,350,000 0
　機械及び装置 591,871 665,381 － 73,510 　人件費積立金 5,000,000 5,000,000 0
　車輌運搬具 3,596,511 4,368,051 － 771,540 　修繕費積立金 57,700,000 57,700,000 0
　器具及び備品 5,681,375 6,447,506 － 766,131 　備品等購入積立金 25,500,000 25,500,000 0
　ソフトウェア 100,800 252,000 － 151,200 　設備整備等積立金 66,962,505 66,962,505 0
　投資有価証券 20,000 20,000 0 　返済積立金 4,507,000 4,507,000 0
　退職給付引当資産 43,695,292 46,439,838 － 2,744,546 次期繰越活動増減差額 962,624,457 932,847,684 29,776,773
　　退職給付引当資産（通常） 43,301,500 46,046,046 － 2,744,546 　次期繰越活動増減差額 962,624,457 932,847,684 29,776,773
　　退職給付引当資産（転入用） 393,792 393,792 0 　( うち当期活動増減差額 ) 29,776,773 61,482,487 － 31,705,714
　移行時特別積立資産 6,350,000 6,350,000 0
　人件費積立資産 5,000,000 5,000,000 0
　修繕費積立資産 57,700,000 57,700,000 0
　備品等購入積立資産 25,500,000 25,500,000 0
　設備整備等積立資産 66,962,505 66,962,505 0
　返済積立資産 4,507,000 4,507,000 0
　霊園永代使用権 400,000 400,000 0

純資産の部合計 1,434,402,600 1,422,436,409 11,966,191
資産の部合計 1,629,138,053 1,625,389,009 3,749,044 負債及び純資産の部合計 1,629,138,053 1,625,389,009 3,749,044

脚注　　１．減価償却費の累計額　５５８，８５５，５７７円　　２．徴収不能引当金の額　０円

特
別
増
減
の
部

収
益

施設整備等補助金収益 0 3,000,000 － 3,000,000
施設整備等寄附金収益 0 0 0
長期運営資金借入金元金償還寄附金収益 0 0 0
固定資産受贈額 0 0 0
固定資産売却益 0 0 0
その他の特別収益 0 0 0
特別収益計 (8) 0 3,000,000 － 3,000,000

費
用

基本金組入額 0 0 0
資産評価損 0 0 0
固定資産売却損・処分損 0 1 － 1
国庫補助金等特別積立金取崩額 ( 除却等 ) 0 0 0
国庫補助金等特別積立金積立額 0 3,000,000 － 3,000,000
災害損失 0 0 0
その他の特別損失 0 0 0
特別費用計 (9) 0 3,000,001 － 3,000,001

特別増減差額 (10)=(8)-(9) 0 － 1 1
当期活動増減差額 (11)=(7)+(10) 29,776,773 61,482,487 － 31,705,714

繰
越
活
動
増
減
差
額

の
部

　前期繰越活動増減差額 (12) 932,847,684 885,865,197 46,982,487
　当期末繰越活動増減差額 (13)=(11)+(12) 962,624,457 947,347,684 15,276,773

基本金取崩額 (14) 0 0 0
その他の積立金取崩額 (15) 0 0 0
その他の積立金積立額 (16) 0 14,500,000 － 14,500,000

　次期活動増減差額 (17)=(13)+(14)+(15)-(16) 962,624,457 932,847,684 29,776,773

（単位：円）第三号第一様式（第二十七条第四項関係）

（2023年4月1日～2023年 6月30日）

会員数（名） 会費（円） 会員数（名） 会費（円）
長野県 99 495480 北陸地方 1 10000
北海道 1 5000 近畿地方 3 18000
東北地方 1 1000 中国地方 1 3000
関東地方 20 245000 四国地方 0 0
中部地方 3 37000 九州地方 0 0

合計 129 814480

2023年度運営会費納入金額（2023年４月１日－2023年6月30日）
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会員・読者の皆様からのご意見・ご感想お待ちしています。「機関誌編集委員会」までお寄せ下さい。
https://ws.formzu.net/sfgen/S311362702/

社会福祉法人 かりがね福祉会 URL https://karigane.or.jp
■法人本部／ライフステージかりがね
 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL.0268-72-3431　FAX.0268-72-4406
■つつじ 〒386-2201　長野県上田市真田町長 7166-8 TEL.0268-75-5431　FAX.0268-75-5434
■共同生活サポートセンター 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 531-1（よつばのいえ内）　TEL/FAX.0268-72-2434
■さなだの杜 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL/FAX.0268-72-0133
■在宅支援センターえ～る 〒386-2201　長野県上田市真田町長 6430-1 TEL/FAX.0268-72-8022
■風の工房 〒386-2201　長野県上田市真田町長 2464-1 TEL/FAX.0268-72-2151
■OIDEYO ハウス 〒386-2203　長野県上田市真田町傍陽 8551-2 TEL/FAX.0268-73-0005
■OIDEYO ハウス（分場） 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 1491 TEL/FAX.0268-72-5067
■アトリエ Fuu 〒386-2202　長野県上田市真田町本原 531-2 TEL/FAX.0268-72-1061
■ミライエ 〒386-2201　長野県上田市真田町長 7166-8 TEL/FAX.0268-71-7810
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　最近私は「プーと大人になった僕」という映画を見
ました。観たことある方はいらっしゃるでしょうか。社
会にもまれ大人になったクリストファー・ロビンが久し
ぶりにプーさんと出会い、慌ただしい生活の中で忘れ
ていた大切なものに気づくというお話です。１００エー
カーの仲間たちの変わらない可愛さにメロメロになり
ながら、子供の頃の純粋な気持ちを思い出せたような
気がします。

　そんなプーさんより一言。「沈んでいくような気がしても
心配しないで。ただお腹が空いているだけかもしれない
よ。」
　夏の厳しい暑さで皆様お疲れではないでしょうか。た
だお腹が空いているだけかもしれません。これから秋の
味覚がたくさん出てきます。お腹いっぱい食べてこれから
も元気に過ごしましょう。いつかプーさんとはちみつ対決
してみたいですね。� （新井）

 ９月 9/9 ㈯ ふれあい広場（上田真田町）
　　　  9/11 ㈪ 上田市役所販売
　　　  9/17 ㈰  Bio マルシェ（東御芸術むら公園）
　　　  9/30 ㈯  おひろめマルシェ（御代田駅前広場） 
 10 月 10/7 ㈯ 火のアートフェスティバル（東御市芸術むら公園） 
　　　  10/8 ㈰・9 ㈪  ホンモノ市（信濃追分文化磁場油や） 
　　　  10/14 ㈯  海野町マルシェ（上田） 
　　　  10/16 ㈪ 上田市役所販売
 11 月 11/3 ㈮ ここからマルシェ（佐久） 

※予定が変更になることがあります。
※出店予定のイベントについての詳細はインスタグラムやHPでお知らせ致します。

今後の販売会の予定

販売会へお越しください！
　今回は OIDEYO ハウス、アトリエ FUU、風の工房の 3 事業所の作品が販売されてい
る販売会について紹介します。
　ここ数年で連携体制を整え、皆さんの作品を商品化させていただき、多くの方の元へ
それぞれの思いを乗せた商品が販売されています。
　感染症も緩和され、数年ぶりに作品制作をして下さっているご利用者様も店頭に立て
るようになってきました。ぜひご都合のよい日には販売会へお越しください！

Sales
Meet

ing

● 新聞紙の寄付をお願いします！ 「ライフステージかりがね」で新聞紙を使います。
不要な新聞紙があればご持参いただけますと幸いです。


